
阪
神
・
淡
路
大
震
災

記
憶
と
教
訓
、後
世
に

人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

新
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
人
気

東映太秦映画村京都

「立体迷路」「忍者屋敷」など

海
・
島
・
生
き
も
の
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

横
浜
・
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

水
族
館
を
使
っ
た
学
習

見
て
、撮
っ
て
、学
べ
る「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
美
術
館
」

東
京
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
迷
宮
館
　

人
気
の
お
台
場
に
開
設

錯
覚
を
楽
し
く
体
験

那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ

時の科学館　儀象堂 オルゴール博物館　奏鳴館

年前の時計を復元 好みの曲　選んで作る

長
野
県
　

諏
訪
湖

女将に服を引っ張られる？

がいこつ武者と記念撮影

リ
ア
ル
に
描
か
れ
た
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

　
栃
木
県
那
須
町
の
「
那
須

と
り
っ
く
あ
ー
と
ぴ
あ
」は
、

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館
」

「
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷
宮
？

（
は
て
な
）
館
」
「
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
ェ
ロ
館
」
の
三
館
で
構

成
さ
れ
た
日
本
で
最
大
の
ト

リ
ッ
ク
ア
ー
ト
テ
ー
マ
パ
ー

ク
。

　
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
館

は
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
改
装
し

た
建
物
の
中
に
、
約

種
類

の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
い
た

ず
ら
を
隠
し
て
い
る
。
中
で

も
圧
巻
な
の
は
、
中
庭
の
壁

と
プ
ー
ル
全
体
を
使
っ
て
描

か
れ
た
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ

ー
の
作
品
。
複
雑
な
壁
面
に

描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
驚

く
ほ
ど
自
然
に
、
立
体
的
に

見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
ほ
か
ト
リ
ッ
ク
ア
ー

ト
迷
宮
？（
は
て
な
）館
は
、

「
マ
ジ
ッ
ク
の
世
界
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
展
示
。
入
っ
た

人
の
身
長
が
変
化
し
て
見
え

る
部
屋
や
、
首
だ
け
に
な
っ

た
写
真
が
撮
れ
る
テ
ー
ブ
ル

な
ど
、
ト
リ
ッ
ク
を
体
験
で

き
る
作
品
が
豊
富
。

　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
館
は
、

ル
ネ
サ
ン
ス
芸
術
と
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
が
融
合
し
た
美
術

館
。
バ
チ
カ
ン
の
有
名
な
世

界
遺
産
「
シ
ス
テ
ィ
ー
ナ
礼

拝
堂
」
は
日
本
最
大
の
作
品

で
、
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
の
迫

力
を
感
じ
る
。

　
施
設
に
は
制
作
ス
タ
ッ
フ

た
ち
が
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

新
作
を
創
造
す
る
工
房
を
併

設
。
「
感
受
性
の
高
い
中
・

高
生
に
絵
画
に
ふ
れ
る
楽
し

み
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
」

と
、
制
作
の
現
場
を
直
に
体

験
で
き
る
よ
う
に
無
料
で
開

放
し
て
い
る
。

　
▽
那
須
と
り
っ
く
あ
ー
と

ぴ
あ
は
、
栃
木
県
那
須
郡
那

須
町
大
字
高
久
甲
上
ノ
台
５

７
６
０
。
☎
０
２
８
７
（
６

２
）
８
３
８
８
（
代
表
）
。

年
中
無
休
で
、
午
前
９
時
半

か
ら
午
後
６
時
ま
で
営
業

（

～
３
月
は
午
後
５
時
ま

で
、
８
月
は
午
前
９
時
か

ら
）
。
入
場
料
各
館
大
人
１

３
０
０
円
、
小
中
学
生
８
０

０
円
（
２
館
、
３
館
共
通
チ

ケ
ッ
ト
、団
体
割
引
あ
り
）。

一
番
人
気
の
「
ド
ラ

キ
ュ
ラ
の
お
や
つ
」

　
芸
術
を
身
近
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
想
い
か
ら
、
体
験
で
き
る
絵
画
と
し
て

創
ら
れ
た〝
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
〟。平
面
の
絵
が
飛
び
出
し
た
り
、
見
る
角
度
に
よ
り
違

う
雰
囲
気
の
絵
に
見
え
た
り
と
錯
覚
を
体
験
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
作
品
と
写
真
を

撮
る
こ
と
で
生
徒
の
自
由
な
発
想
を
引
き
出
す
効
果
も
あ
り
、「
楽
し
み
な
が
ら
美
術
や

心
理
学
に
つ
い
て
学
習
で
き
る
」と
、施
設
を
運
営
す
る
エ
ス
・
デ
ー（
栃
木
県
那
須
町
）

は
多
く
の
利
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
そ
の
中
心
と
な
る
施
設
が
栃
木
県
那
須
町
と
東

京
都
お
台
場
に
あ
り
、中
学
・
高
校
の
修
学
旅
行
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
東
京
・
お
台
場
に
あ
る

「
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
迷

宮
館
」
は
、
江
戸
を
テ
ー
マ

に
し
た
和
風
の
ト
リ
ッ
ク
ア

ー
ト
や
人
気
作
を
展
示
す
る

体
験
型
の
美
術
館
。
東
京
屈

指
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
お
台

場
の
中
心
に
あ
り
、
多
く
の

一
般
客
や
修
学
旅
行
客
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
る
。
毎
年
７
月

に
作
品
を
入
れ
替
え
て
お

り
、
人
気
作
品
や
最
新
作
も

楽
し
め
る
展
示
は
来

館
者
に
好
評
だ
。

　
迷
路
の
よ
う
な
館

内
は
、
「
江
戸
エ
リ

ア
」
か
ら
始
ま
る
。

こ
こ
で
は
、
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
な
感
覚
で
江
戸

の
宿
場
町
や
町
人
町

を
楽
し
め
る
の
だ

が
、
す
べ
て
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
で
再
現
さ

れ
た
空
間
だ
。

　
次
の
「
怖
く
な
い

お
化
け
屋
敷
」
エ
リ

ア
で
は
、
ど
こ
か
間

抜
け
で
憎
め
な
い
日

本
の
お
化
け
た
ち
が
来
場
者

を
待
ち
構
え
て
い
る
。
生
徒

達
は
思
い
思
い
の
ポ
ー
ズ
で

お
化
け
と
写
真
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。

　
こ
の
後
に
あ
る
「
ト
リ
ッ

ク
ア
ー
ト
名
作
エ
リ
ア
」
で

は
、
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の
人

気
作
の
数
々
が
展
示
さ
れ
て

お
り
、
注
目
な
の
は
人
気
投

票
１
位
に
選
ば
れ
た
「
ド
ラ

キ
ュ
ラ
の
お
や
つ
」
。
グ
ラ

ス
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た

演
技
を
す
る
こ
と
で
、
鑑
賞

者
が
絵
画
の
中
に
入
っ
た
か

の
よ
う
な
錯
覚
が
生
じ
る
。

「
脳
ト
レ
コ
ー
ナ
ー
」で
は
、

脳
を
刺
激
す
る
錯
視
や
ク
イ

ズ
作
品
に
挑
戦
。
「
グ
ッ
ズ

コ
ー
ナ
ー
」
に
は
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
関
連
書
籍
が

そ
ろ
っ
て
い
る
な
ど
、
充
実

し
た
館
内
は
、
遊
ぶ
だ
け
で

は
な
く
、
絵
画
に
親
し
み
、

錯
覚
を
体
験
で
き
る
学
習
の

場
と
な
っ
て
い
る
。

　
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
や

海
浜
公
園
の
砂
浜
を
見
渡
せ

る「
デ
ッ
ク
ス
東
京
ビ
ー
チ
」

（
ゆ
り
か
も
め
「
お
台
場
海

浜
公
園
」
駅
前
）
４
階
に
あ

る
。

　
▽
東
京
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト

迷
宮
館
は
、
東
京
都
港
区
台

場
１
の
６
の
１
、
デ
ッ
ク
ス

東
京
ビ
ー
チ
４
階
。
☎
０
３

（
３
５
９
９
）
５
１
９
１
。

不
定
休
で
、
午
前

時
か
ら

午
後
９
時
ま
で
営
業
。
入
場

料
大
人
９
０
０
円
、
中
学
生

以
下
６
０
０
円
。
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震災関連資料の展示コーナー「記憶の壁」

語り部コーナー

忍者の砦

からくり忍者屋敷

清水焼絵付け

バックヤードツアーの様子

焼
く
だ
け
の
簡
単
な
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
海
・
島
・
生
き
も
の
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
、横
浜
市
の
「
横

浜
・
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
」
は
、
水
族
館
を
使
っ
た

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
校
団

体
向
け
に
提
供
し
て
い
る
。

　
水
族
館
と
い
う
学
校
の
授

業
で
は
学
ば
な
い
環
境
を
見

て
学
習
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
、「
ア
ク
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
」だ
。

飼
育
員
の
案
内
で
、水
族
館

の
仕
組
み
や
飼
育
員
の
仕
事

場
を
の
ぞ
く
。「
水
槽
の
水
は

な
ん
で
き
れ
い
な
の
か
」と

い
っ
た
疑
問
も
解
決
し
、飼

育
員
や
動
物
と
の
関
わ
り
を

持
つ
仕
事
に
興
味
が
あ
る
生

徒
に
と
っ
て
ぴ
っ
た
り
だ
。

　
「
う
み
フ
ァ
ー
ム
　
観
察

な
っ
と
く
ツ
ア
ー
」
は
、
海

の
上
に
浮
い
て
い
る
施
設

「
う
み
フ
ァ
ー
ム
」
で
、
東

京
湾
に
ど
ん
な
生
き
物
が
い

る
か
を
飼
育
員
と
一
緒
に
観

察
す
る
。
温
暖
化
に
つ
い
て

も
学
習
で
き
る
。

　
生
徒
の
多
い
学
校
向
け
に

は
千
人
収
容
で
き
る
シ
ョ
ー

プ
ー
ル
の
会
場
で
イ
ル
カ
ト

レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
レ
ク
チ
ャ

ー
な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

　
団
体
で
の
昼
食
を
希
望
す

る
学
校
向
け
に
は
、
最
大
２

５
０
人
収
容
可
能
な
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
プ

ラ
ン
を
用
意
し
て
い
る
。
食

材
の
準
備
な
ど
も
要
ら
ず
、

焼
く
だ
け
の
簡
単
な
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
の
で
、
生
徒
全
員

で
楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
。
遠

足
な
ど
で
の
利
用
も
多
く
、

リ
ピ
ー
ト
す
る
学
校
も
あ
っ

て
好
評
だ
。

　
予
約
・
問
い
合
わ
せ
は
横

浜
・
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ

ス
営
業
部
☎
０
４
５
（
７
８

８
）
９
６
３
２
。

　
東
映
太
秦
映
画
村
（
京
都

市
右
京
区
）
で
は
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
で
多
数
登
場
し
た
新

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
人
気
を

集
め
て
い
る
。

　
３
月

日
に
オ
ー
プ
ン
し

た「
立
体
迷
路
　
忍
者
の
砦
」

は
、
高
さ

㍍
、
３
階
建
て

２
４
０
ブ
ロ
ッ
ク
の
屋
内
型

立
体
迷
路
で
日
本
初
登
場
。

屋
内
の
特
性
を
生
か
し
迷
路

の
中
に
は
岩
落
と
し
、
つ
り

天
井
な
ど
忍
者
の
仕
掛
け
た

ギ
ミ
ッ
ク
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

が
楽
し
め
る
。知
力
コ
ー
ス
、

体
力
コ
ー
ス
か
ら
好
き
な
コ

ー
ス
が
選
べ
、
コ
ー
ス
別
の

三
つ
の
ス
タ
ン
プ
を
集
め
な

が
ら
最
上
階
の
ゴ
ー
ル
を
目

指
す
。
入
り
口
で
刻
印
を
押

し
て
お
り
、
ク
リ
ア
時
間
を

比
べ
た
り
、
上
忍
タ
イ
ム
を

目
指
し
た
り
い
ろ
い
ろ
な
楽

し
み
方
が
あ
る
。

　
「
か
ら
く
り
忍
者
屋
敷
」

は
、
「
ど
ん
で
ん
返
し
」
や

「
隠
し
通
路
」
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
か
ら
く
り
を
利
用
し

て
忍
者
屋
敷
の
出
口
を
目
指

す
。
　

　
「
東
映
ア
ニ
メ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
で
は
、
東
映
ア
ニ
メ

の
歴
史
を
貴
重
な
ポ
ス
タ
ー

や
セ
ル
画
集
な
ど
で
紹
介
。

ト
レ
ー
ス
体
験
が
で
き
る
。

　
「
浮
世
絵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

は
、
巨
匠
葛
飾
北
斎
の
浮
世

絵
（
復
刻
版
）
に
描
か
れ
た

富
士
山
を
展
示
す
る
。

　
「
ま
る
ご
と
と
び
だ
す
　

超
立
体
３
６
０
シ
ア
タ
ー
」

は
、
３
Ｄ
メ
ガ
ネ
の
着
用
で

周
囲
３
６
０
度
全
周
型
の
大

ス
ク
リ
ー
ン
に
迫
力
の
あ
る

３
Ｄ
映
像
が
映
し
出
さ
れ

る
。

　「
お
も
し
ろ
迷
路
館
」は
、

錯
視
を
利
用
し
た
不
思
議
な

感
覚
が
味
わ
え
る
迷
路
の
中

に
「
錯
覚
の
部
屋
」
「
鏡
の

迷
路
」
「
斜
め
の
部
屋
」
と

い
っ
た
部
屋
を
設
け
た
。

「
太
秦
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

館
」
は
、
映
画
村
ら
し
い
和

を
テ
ー
マ
に
し
た
ト
リ
ッ
ク

ア
ー
ト
が
楽
し
め
る
。

　
「
忍
者
修
行
道
場
」
は
、

手
裏
剣
や
丸
太
橋
渡
り
、
城

壁
の
ぼ
り
や
鳴
子
く
ぐ
り
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
忍
者
の
試
練

が
体
験
で
き
る
。

　
修
学
旅
行
生
に
は
、
体
験

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
人
気
。

「
見
る
・
学
ぶ
・
作
る
・
参

加
す
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
京

扇
子
、
京
う
ち
わ
の
手
描
き

体
験
の
ほ
か
、
清

水
焼
絵
付
け
体
験

な
ど
が
あ
る
。

　
班
別
研
修
用
に

は
、
少
人
数
用
の

メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
、
清
水
焼
ろ
く

ろ
体
験
、
清
水
焼

絵
付
け
体
験
、
京

扇
子
絵
付
け
体

験
、
京
念
珠
ブ
レ

ス
レ
ッ
ト
作
り
が

あ
る
。
い
ず
れ
も

１
回
で

人
ま
で
体
験
で
き

る
。
旅
の
思
い
出
の
品
に
な

る
と
好
評
だ
。

　
映
画
村
な
ら
で
は
の
体
験

と
し
て
は
「
お
手
軽
な
時
代

劇
扮
装
」が
あ
る
。メ
イ
ク
、

か
つ
ら
を
省
い
て
着
物
の
着

付
け
の
み
の
お
手
軽
プ
ラ

ン
。
短
時
間
で
変
身
し
映
画

村
の
江
戸
の
町
を
散
策
で
き

る
。

　「
寺
子
屋
お
も
し
ろ
体
験
」

は
、
江
戸
庶
民
の
生
活
の
知

恵
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

映
画
製
作
用
の
小
道
具
を
使

い
、
映
画
村
の
俳
優
が
、
時

代
劇
の
扮
装
で
講
師
を
務
め

る
。
「
大
江
戸
暮
ら
し
編
」

と
「
大
江
戸
環
境
編
―
江
戸

時
代
は
循
環
型
社
会
―
」
の

２
コ
ー
ス
が
あ
る
。

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
郵
送
、

申
し
込
み
な
ど
体
験
学
習
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
東
映

太
秦
映
画
村
☎
０
７
５
（
８

６
４
）
７
７
１
６
ま
で
。

オ
ル
ゴ
ー
ル
作
り
体
験

時
計
作
り
体
験

　
神
戸
市
中
央
区
の
「
阪
神

・
淡
路
大
震
災
記
念
　
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
」
は
、

そ
の
名
称
の
通
り
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
記
憶
と
教
訓

を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
２

０
０
２
年
に
開
設
さ
れ
、
例

年
約

万
人
が
来
館
す
る
防

災
学
習
施
設
だ
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

の
瞬
間
の
再
現
映
像
「
５
・


の
衝
撃
（
１
・

シ
ア
タ

ー
）
」
、
復
興
に
至
る
ま
で

の
ま
ち
と
人
の
様
子
を
描
い

た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ド
ラ

マ
「
こ
の
ま
ち
と
生
き
る

（
大
震
災
ホ
ー
ル
）
」
な
ど

の
映
像
上
映
の
他
、
被
災
者

か
ら
提
供
さ
れ
た
実
物
の
震

災
資
料
展
示
を
行
っ
て
い

る
。

　
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の

１
カ
月
後
か
ら
２
年
目
の
春

ま
で
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
３
Ｄ
映
像
作
品

「
東
日
本
大
震
災
　
津
波
の

傷
跡
２
０
１
１
～
２
０
１

３
」
も
上
映
し
て
い
る
。
更

地
と
な
っ
た
ま
ま
復
興
が
進

ま
な
い
現
状
や
、
津
波
被
害

を
語
り
継
ご
う
と
す
る
市
民

の
新
た
な
活
動
な
ど
、
被
災

地
の
い
ま
を
改
め
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
作
品
だ
。

　
こ
れ
か
ら
の
防
災
、
減
災

を
学
ぶ
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、
耐

震
構
造
や
液
状
化
に
つ
い
て

学
ぶ
実
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
防

災
ゲ
ー
ム
な
ど
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
災
害
へ
の
備
え
を

リ
ス
ト
化
し
た
、
人
と
防
災

未
来
セ
ン
タ
ー
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
「
減
災
グ
ッ
ズ
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
は
展
示
フ
ロ
ア
内

で
無
料
配
布
を
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　
他
に
も
、
災
害
や
備
え
に

つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
形
式

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
災

害
学
習
ノ
ー
ト
」
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、
セ
ン

タ
ー
見
学
の
事
前
・
事
後
学

習
や
学
校
で
の
防
災
学
習
で

ぜ
ひ
活
用
し
た
い
。

　
昨
今
、
日
本
だ
け
で
な
く

世
界
各
地
で
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
す
自
然
災
害
が
数
多

く
起
こ
っ
て
い
る
。
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
、

災
害
に
遭
う
可
能
性
が
あ
る

か
ら
こ
そ
、
過
去
の
災
害
を

知
り
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
起

こ
り
う
る
災
害
へ
の
備
え
を

学
ぶ
場
と
し
て
活
用
し
た

い
。

奏
鳴
館

　
長
野
県
・
諏
訪
は
精
密
工
業

が
盛
ん
で
、
特
に
オ
ル
ゴ
ー
ル

と
時
計
は
世
界
の
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
を
誇
っ
て
き
た
。

　
「
諏
訪
湖
オ
ル
ゴ
ー
ル
博
物

館
　
奏そ

う

鳴め
い

館か
ん

」
は
、
自
動
演
奏

楽
器
の
歴
史
と
仕
組
み
が
理
解

で
き
る
。
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
か
ら

現
代
の
オ
ル
ゴ
ー
ル
、
ス
ト
リ

ー
ト
オ
ル
ガ
ン
な
ど
の
自
動
演

奏
楽
器
や
蓄
音
機
な
ど
約
１
２

０
台
を
展
示
す
る
。

　
目
玉
は
「
オ
ル
ゴ
ー
ル
つ
く

り
体
験
」
。
部
品
の
組
み
立
て

か
ら
箱
の
装
飾
ま
で
手
掛
け
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
。
日
本
電
産
サ
ン
キ

ョ
ー
（
旧
三
協
精
機
）
出
身
の

技
術
者
が
指
導
。
音
楽
は
６
７

０
曲
（
修
学
旅
行
・
団
体
向
け

３
２
０
曲
）
か
ら
選
べ
る
。

「
修
学
旅
行
の
思
い
出
づ
く
り

に
ど
う
ぞ
」
と
奏
鳴
館
。

　
１
階
に
視
聴
器
を
設
置
。
２

階
で
は
、
時
を
超
え
て
美
し
い

音
を
奏
で
る
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
オ

ル
ゴ
ー
ル
の
生
演
奏
も
楽
し
め

る
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色
を
楽

し
め
る
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
も
入
館

料
不
要
で
利
用
で
き
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
奏
鳴
館
☎
０

２
６
６
（
２
６
）
７
３
０
０
。

水
運
儀
象
台

　
時
計
作
り
体
験
が
で
き
る
の

が
、「
諏
訪
湖
　
時
の
科
学
館
　

儀ぎ

象し
ょ
う

堂ど
う

」
だ
。
指
導
す
る
技

師
は
す
べ
て
セ
イ
コ
ー
エ
プ
ソ

ン
Ｏ
Ｂ
（
旧
諏
訪
精
工
舎
）
。

学
校
団
体
の
生
徒
５
、
６
人
に

技
師
１
人
が
分
か
り
や
す
く
丁

寧
に
教
え
る
の
で
、
安
心
し
て

体
験
で
き
る
。

　
小
さ
な
子
ど
も
も
楽
し
め
る

ビ
ギ
ナ
ー
コ
ー
ス
か
ら
、本
格

的
に
機
械
を
組
み
立
て
る
専
門

コ
ー
ス
ま
で
用
意
。「
時
計
作
り

体
験
を
通
し
て
、も
の

作
り
の
楽
し
さ
や
技
術

の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
」と
儀
象
堂
。

　
約
９
０
０
年
前
の
中

国
北
栄
時
代
（
１
０
９

２
年
）
の
時
計
を
復
元

し
た
、
世
界
で
た
だ
一

つ
の
大
型
天
文
観
測
時
計
塔
、

「
水
運
儀
象
台
」
は
注
目
だ
。

水
の
力
で
動
く
そ
の
仕
組
み
や

美
し
い
装
飾
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

細
工
も
見
ど
こ
ろ
だ
。

　
展
示
室
に
は
江
戸
時
代
の
櫓

時
計
や
世
界
初
の
水
晶
時
計
な

ど
４
０
０
台
の
時
計
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
そ
ろ
う
。
２
階
で
は
大

型
ス
ク
リ
ー
ン
で
時
計
の
歩
み

に
つ
い
て
上
映
し
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
儀
象
堂
☎
０

２
６
６
（
２
７
）
０
０
０
１
。


